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本
会
元
理
事
長
、
礪
波
護
先
生
が
、
令
和
六
年
十
一
月
十
三
日
に
、
数
え

年
八
十
八
歳
で
急
逝
さ
れ
た
。
十
月
二
十
六
日
に
東
洋
史
研
究
会
大
会
に
お

見
え
に
な
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
、
来
会
者
は
誰
も
が
驚
い
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
こ
こ
に
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。

　

先
生
は
、
昭
和
十
二
年
九
月
六
日
、
大
阪
府
布
施
市
（
現
東
大
阪
市
）
で

真
宗
大
谷
派
究
竟
寺
の
住
職
礪
波
恵
水
・
綾
子
ご
夫
妻
の
次
男
と
し
て
お
生

ま
れ
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
大
阪
府
立
八
尾
高
校
を
卒
業
後
、
同
年

京
都
大
学
文
学
部
に
入
学
さ
れ
、
東
洋
史
学
専
攻
に
進
学
、
昭
和
三
十
五
年

に
卒
業
さ
れ
た
。
卒
業
論
文
「
唐
宋
の
変
革
と
使
職
─
三
司
使
の
成
立
に
つ

い
て
」
は
修
士
課
程
在
学
中
に
題
名
と
副
題
を
入
れ
替
え
て
本
誌
四
十
四
巻

四
号
に
掲
載
さ
れ
、『
歴
史
学
研
究
』
で
堀
敏
一
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

昭
和
四
十
年
に
博
士
課
程
を
出
ら
れ
る
と
す
ぐ
に
人
文
科
学
研
究
所
の
助

手
に
採
用
さ
れ
た
。
四
十
六
年
に
神
戸
大
学
文
学
部
に
出
向
し
て
助
教
授
と

な
り
、
五
十
年
に
人
文
研
助
教
授
に
配
置
替
、
五
十
九
年
に
教
授
に
昇
任
さ

れ
た
。
六
十
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
唐
代
政
治
社
会
史
研
究
』（
同
朋
舎
出

版
）
に
よ
っ
て
翌
年
博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
五
年
間
に
亙
っ
て
主

宰
さ
れ
た
共
同
研
究
班
の
報
告
集
『
中
国
中
世
の
文
物
』
が
平
成
五
年
に
刊

行
さ
れ
た
。
両
書
と
も
ま
も
な
く
海
賊
版
が
出
る
ほ
ど
海
外
で
も
注
目
を
集

め
た
。

　

平
成
五
年
、
文
学
部
教
授
に
配
置
替
（
研
究
所
教
授
を
一
年
併
任
）、
八

年
に
文
学
研
究
科
教
授
と
な
ら
れ
た
。
十
年
に
史
学
研
究
会
の
理
事
長
に
就

任
さ
れ
た
時
に
は
、
東
洋
史
研
究
会
会
長
、
唐
代
史
研
究
会
会
長
、
東
方
学

会
常
務
理
事
も
兼
務
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
ご
定
年
ま
で
の
一
年
間
研
究

科
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
十
三
年
に
退
官
、
名
誉
教
授
号
を
授
与
さ
れ
た
。

ご
退
官
を
記
念
し
て
編
ま
れ
た
エ
ッ
セ
ー
集
『
京
洛
の
学
風
』（
中
央
公
論

新
社
）
や
藤
井
譲
治
氏
と
の
共
編
著
『
京
大
東
洋
学
の
百
年
』（
京
都
大
学

学
術
出
版
会
、
平
成
十
四
年
）
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
先
生
の

視
野
は
東
洋
史
の
分
野
を
越
え
て
学
術
史
全
体
に
及
ん
で
お
り
、
平
成
二
年

か
ら
足
掛
け
十
二
年
間
務
め
ら
れ
た
京
都
大
学
百
年
史
編
集
委
員
会
実
行
委

員
は
ま
さ
に
適
任
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

ご
退
職
後
は
大
谷
大
学
に
転
じ
ら
れ
、
平
成
十
五
年
に
創
設
さ
れ
た
大
学

博
物
館
の
館
長
を
十
七
年
か
ら
大
学
を
ご
退
職
に
な
る
ま
で
五
年
間
務
め
ら

れ
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
八
年
に
は
、
論
考
に
学
界
動
向
や
書
評
な
ど
も

加
え
て
編
ま
れ
た
『
隋
唐
都
城
財
政
史
論
考
』『
隋
唐
仏
教
文
物
史
論
考
』、

短
文
集
『
敦
煌
か
ら
奈
良
・
京
都
へ
』（
中
国
語
訳
が
令
和
五
年
に
刊
行
さ
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れ
て
い
る
）、
翌
年
に
は
『
鏡
鑑
と
し
て
の
中
国
の
歴
史
』
が
い
ず
れ
も
法

蔵
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
我
々
は
先
生
の
文
業
の
大
要
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
中
公
文
庫
か
ら
先
生
ご
自
身
の
編
に
な
る

『
唐
の
行
政
機
構
と
官
僚
』（
平
成
十
年
）、『
隋
唐
の
仏
教
と
国
家
』（
十
一

年
）、『
唐
宋
の
変
革
と
官
僚
制
』（
二
十
三
年
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
ご
著
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
唐
宋
変
革
と
官
僚

制
、
仏
教
と
国
家
、
文
物
、
都
城
が
先
生
の
研
究
の
キ
ー
・
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

う
ち
、
唐
宋
変
革
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
『
史
林
』
掲
載
論
文
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
若
い
頃
に
集
中
的
に
論
じ
ら
れ
、
五
代
を
生
き
抜
い
た
乱
世
の
宰

相
を
描
い
た
名
著
『
馮
道
』（
人
物
往
来
社
）
が
出
た
の
も
先
生
二
十
九
歳

の
時
で
あ
る
（
昭
和
六
十
三
年
に
中
公
文
庫
に
収
録
）。
そ
の
後
は
、
内

藤
・
宮
崎
両
先
生
の
祖
述
に
徹
し
た
観
が
あ
る
が
、
先
生
が
宋
代
を
論
じ
ら

れ
た
ら
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
と
、
時
に
夢
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

仏
教
と
国
家
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
文
庫
本
の
井
波
律
子
氏
の
解
説
を
引

用
し
て
お
く
。「
先
行
研
究
の
弱
点
を
衝
き
、
通
説
を
逆
転
さ
せ
よ
う
と
す

る
、
鋭
敏
な
発
想
と
論
証
が
、
ス
リ
リ
ン
グ
に
展
開
さ
れ
て
お
り
、
読
む
者

に
快
い
知
的
興
奮
を
与
え
ず
に
お
か
な
い
。」
読
み
達
者
で
あ
っ
た
井
波
氏

の
評
言
に
付
け
加
え
る
べ
き
言
葉
を
持
た
な
い
。

　

都
城
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
ン
だ
け
で
な
く
、
倉
庫
や
都
を
取
り
巻
く
関
を

と
り
あ
げ
ら
れ
た
。「
隋
唐
時
代
の
太
倉
と
含
嘉
倉
」(

昭
和
五
十
五
年)

を

翌
年
岸
俊
男
氏
が
「
難
波
の
大
蔵
」
で
と
り
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
の

都
城
の
問
題
は
日
本
の
古
代
都
城
を
考
え
る
う
え
で
も
避
け
て
通
れ
な
い
。

ま
た
、
先
生
は
京
大
に
入
学
し
て
藤
岡
謙
二
郎
教
授
主
宰
の
地
理
同
好
会
に

長
年
の
盟
友
と
な
る
応
地
利
明
氏
と
と
も
に
入
会
し
て
以
来
、
一
貫
し
て
歴

史
地
理
に
関
心
を
寄
せ
て
こ
ら
れ
た
。
本
格
的
な
論
文
と
し
て
は
最
後
の

「
中
国
の
分
省
地
図
」（
藤
井
譲
治
等
編
『
大
地
の
肖
像
』
京
都
大
学
学
術

出
版
会
、
平
成
十
九
年
）
は
、
先
生
の
自
信
作
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
文
物
に
も
終
始
関
心
を
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。
前
掲
の
『
中
国
中

世
の
文
物
』
所
収
の
「
唐
代
の
過
所
と
公
験
」
は
翌
年
に
中
国
語
訳
さ
れ
、

「
嵩
岳
少
林
寺
碑
考
」（
昭
和
六
十
二
年
）
は
三
年
後
に
英
訳
さ
れ
、
さ
ら

に
復
旦
大
学
教
授
の
韓
昇
氏
の
編
訳
に
な
る
『
隋
唐
仏
教
文
化
』（
平
成
十

六
年
刊
行
。
前
掲
の
中
公
文
庫
を
上
編
と
す
る
）
に
収
録
さ
れ
た
。「
唐
代

社
会
に
お
け
る
金
銀
」（
平
成
二
年
）「
魏
徴
撰
の
李
密
墓
誌
銘
─
石
刻
と
文

集
と
の
間
」（
平
成
十
四
年
）
も
忘
れ
難
い
作
品
で
あ
る
。
今
で
は
、
唐
代

史
の
研
究
に
お
い
て
墓
誌
な
ど
の
文
物
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
当
た
り
前
に
な

っ
て
き
て
い
る
が
、
用
意
周
到
と
モ
ノ
へ
の
こ
だ
わ
り
に
お
い
て
先
生
の
右

に
出
る
者
は
い
な
い
。

　

こ
う
し
た
ご
自
身
の
業
績
に
加
え
て
、「
宮
崎
史
学
」
の
普
及
に
果
た
し

た
ご
貢
献
は
誰
し
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
平
成
三
年
～
六
年
に
わ

た
っ
て
岩
波
書
店
か
ら
先
生
の
主
編
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
宮
崎
市
定
全

集
』
全
二
十
五
冊
は
、
全
集
文
化
衰
退
の
な
か
で
、
多
く
の
読
者
に
歓
迎
さ

れ
た
。
た
だ
、
私
が
前
任
校
の
研
究
室
に
置
い
て
い
た
『
宮
崎
全
集
』
を
見

て
、
学
生
が
「
先
生
は
宮
崎
市
と
何
か
関
係
が
あ
る
ん
で
す
か
」
と
言
っ
た

こ
と
は
い
ま
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
し
、
京
大
で
も
東
洋
史
に
進
学
し
て
く
る

学
生
の
中
に
宮
崎
史
学
に
接
し
た
こ
と
が
な
い
者
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
し
か
し
、
全
集
刊
行
後
に
先
生
が
次
々
と
文
庫
本
を
解
説
付
き
で

編
集
さ
れ
た
こ
と
は
、
宮
崎
史
学
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
可
能
性
を
広
げ
る
も

の
で
あ
る
し
、
先
生
の
解
説
は
、
先
生
の
発
案
に
よ
っ
て
宮
崎
全
集
の
各
巻

に
付
さ
れ
た
自
跋
と
と
も
に
、
二
十
世
紀
日
本
の
東
洋
史
学
の
歴
史
を
語
る

貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
学
界
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
先
生
だ
が
、
私
に
と
っ

て
は
、
い
つ
も
楽
し
げ
で
、
邪
気
の
な
い
自
慢
を
す
る
オ
ジ
サ
ン
で
あ
っ
た

（
先
生
は
、
私
を
「
歳
の
離
れ
た
友
人
」
と
し
て
遇
し
て
く
だ
っ
た
が
、
母

と
同
い
年
の
先
生
を
さ
す
が
に
友
人
と
は
思
え
な
か
っ
た
）。
人
文
研
の
助

手
時
代
に
西
洋
部
の
会
田
雄
次
班
長
の
「
封
建
国
家
の
比
較
研
究
」
班
も
含

め
て
八
つ
の
研
究
班
を
掛
け
持
ち
し
、
吉
田
光
邦
氏
か
ら
「
新
記
録
だ
よ
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
ご
自
慢
で
あ
っ
た
が
、
今
で
も
こ
の
記
録
は
破
ら
れ
て

い
な
い
だ
ろ
う
。
研
究
科
長
の
重
任
を
担
っ
て
お
ら
れ
た
時
も
、
ニ
コ
ニ
コ

し
な
が
ら
「
ボ
ク
っ
て
意
外
に
や
り
手
で
し
ょ
」
と
よ
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
。
研
究
所
時
代
、
上
山
春
平
所
長
の
懐
刀
だ
っ
た
と
先
生
に
聞
か
さ
れ
て

い
た
か
ら
「
意
外
」
で
も
何
で
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
行
政

的
手
腕
が
自
他
と
も
に
認
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、「
外
様
」
だ
っ
た
先
生
が

研
究
科
長
に
選
ば
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
や
、
先
生
は
ど
こ
で
も
「
外
様
」
で
は
な
か
っ
た
。
大
き
な
体
に
愛
嬌

を
漂
わ
せ
、
人
の
懐
に
ス
ッ
と
飛
び
込
ま
れ
た
先
生
だ
か
ら
こ
そ
、
宮
崎
先

生
や
異
分
野
の
諸
先
輩
に
か
わ
い
が
ら
れ
、
学
生
に
も
敬
愛
さ
れ
た
の
に
違

い
な
い
。

　

先
生
と
い
え
ば
、
一
澤
帆
布
の
手
提
げ
鞄
に
ご
自
身
の
文
章
の
コ
ピ
ー
を

入
れ
て
配
り
歩
い
て
お
ら
れ
た
姿
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
。
こ
う
し
て
人

を
訪
ね
、
博
物
館
の
展
覧
会
に
足
し
げ
く
で
か
け
る
「
歩
く
人
」
だ
っ
た
先

生
が
コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
が
制
約
さ
れ
て
ど
ん
な
に
お
つ
ら
か
っ
た
こ
と
か
と

思
う
。

　

し
か
し
、
先
生
は
最
後
ま
で
、
後
進
へ
の
細
や
か
な
気
配
り
を
さ
れ
て
い

た
。
最
初
に
述
べ
た
東
洋
史
の
大
会
で
羽
田
亨
に
つ
い
て
渡
辺
健
哉
氏
が
講

演
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
先
生
は
人
を
介
し
て
「
こ
の
文
章
を
読
ん
で
お
く

よ
う
に
」
と
渡
辺
氏
に
伝
え
て
い
た
と
聞
く
。
私
自
身
、
先
生
と
最
後
に
言

葉
を
交
わ
し
た
の
は
、
本
誌
百
六
巻
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
野
口
優
氏
の
研
究

ノ
ー
ト
が
京
都
刊
行
の
学
術
誌
掲
載
の
中
国
関
係
論
文
を
対
象
と
す
る
蘆
北

賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
電
話
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
っ
た
時
だ
っ
た
。

（
中
砂
明
徳
）
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